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◉
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一　
は
じ
め
に

「
ふ
み
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、『
御
傘
』（
慶
安
四
年
刊
）
は
次
の
よ
う
に
規

定
す
る
。

文　

恋
に
一
、
旅
に
一
、
文
学
に
壱
。
玉
章
三
句
の
内
な
り
。
誹
に
は
恋
に

て
も
旅
に
て
も
文
学
に
て
も
三
の
外
に
今
ぶ
ん
と
声
に
読
て
有
也
。
皆
折
を

か
ゆ
る
也
。
新
式
に
文
学
と
あ
る
は
、
た
と
へ
ば
、
か
ら
の
文
を
ま
な
ぶ
、

文
の
巻
々
な
ど
有
事
也
。（『
御
傘
』「
ふ
」
部
）

「
ふ
み
」
は
『
連
歌
新
式
』
以
来
、
連
俳
に
お
い
て
一
座
三
句
物
と
さ
れ
、
恋
・

旅
・
文
学
（
学
問
の
意
）
の
素
材
と
し
て
百
韻
に
各
一
度
ず
つ
の
使
用
が
認
め
ら

れ
る
。
恋
の
情
趣
を
表
す
の
に
書
簡
が
用
い
ら
れ
、
学
問
に
書
物
と
し
て
の
「
ふ

み
」
が
必
要
と
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
手
紙
は
、
旅
情
を
詠
う
の
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
素
材
で
あ
っ
た
。

連
歌
に
お
い
て
は
『
連
珠
合
璧
集
』（
文
明
八
年
以
前
成
）「
旅
の
心
」
に
「
た

よ
り
文
」
が
挙
げ
ら
れ
、『
拾
花
集
』（
明
暦
二
年
刊
）、『
竹
馬
集
』（
明
暦
二
年
～

寛
文
頃
刊
）
に
は
「
文
」
の
寄
合
語
に
「
旅
な
る
人
」
が
見
え
る
。
俳
諧
で
も
『
せ

わ
焼
草
』（
明
暦
二
年
刊
）「
文ふ
み

」
条
に
「
旅
便だ

よ
り」、『

初
本
結
』（
寛
文
二
年
刊
）、

『
便
船
集
』（
寛
文
九
年
刊
）、『
俳
諧
類
船
集
』（
延
宝
四
年
刊
）
の
「
文
」（
ふ
み
）

条
に
「
旅
」
が
掲
出
さ
れ
る
。
実
作
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
菟
玖
波
集
』
巻
十
七
・
羈

旅
連
歌
に
は
、

誰
に
か
や
ど
を
か
り
は
き
ぬ
ら
む

文
を
見
て
旅
の
心
は
し
ら
れ
け
り　
　

浄
永
法
師

と
、
旅
先
か
ら
届
い
た
手
紙
を
見
て
、
旅
人
の
心
を
思
い
や
る
句
が
見
え
、『
応
永

二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
和
漢
聯
句
』、

帰
な
ら
ひ
か
い
そ
ぐ
雁
が
ね　
　

基
蔵
主

伝
書
郷
思
切
（
書
を
伝
へ
て
郷
思
切
な
り
）　　

椎
（
椎
野
）

は
、
旅
人
が
手
紙
（「
書
」）
を
送
る
に
つ
け
て
郷
愁
を
募
ら
せ
る
こ
と
を
詠
む
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
歌
の
世
界
に
お
い
て
は
伝
統
的
に
、
旅
人
は
書
簡
を
し
た
た

め
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
が
、
そ
の
営
み
を
現
実
の
も
の
と
し
て
実
践
し
た
の

が
芭
蕉
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
の
真
簡
は
二
百
通
以
上
が
知
ら
れ（
１
）、「
元
禄
の
三
大

家
の
中
で
は
ず
ば
抜
け
て
多
」（
２
）
い
。
そ
れ
以
前
の
俳
人
に
目
を
向
け
て
も
、『
貞

徳
家
集
』（
古
典
文
庫
、
一
九
七
五
）
に
収
録
さ
れ
る
貞
徳
書
簡
は
四
十
四
通
、『
西

山
宗
因
全
集
』
第
四
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
）・
第
六
巻
（
同
、
二
〇
一
七
）

に
収
録
さ
れ
る
宗
因
書
簡
は
計
三
十
一
通
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
数
量
に
お
い
て

は
突
出
し
て
い
る
。
就
中
、
全
体
の
約
三
分
の
二
以
上
が
真
蹟
で
伝
わ
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
芭
蕉
の
文
学
史
的
評
価
の
一
貫
し
た
高
さ
を
示
す

『
笈
の
小
文
』
旅
中
書
簡
小
考

河
村
　
瑛
子
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と
と
も
に
、
芭
蕉
の
「
全
人
的
な
文
学
営
為
」
に
お
い
て
「
書
簡
に
よ
る
伝
道
」（
３
）

が
重
き
を
な
し
た
こ
と
、
芭
蕉
が
「
形
見
」
と
し
て
の
墨
跡
を
重
視
す
る
志
向
を

有
し
た
こ
と
を
も
物
語
る（
４
）。

芭
蕉
書
簡
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
は
既
に
諸
書
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に

旅
中
の
書
簡
は
「『
笈
の
小
文
』
の
旅
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
元
禄
七
年
夏
西
上

の
旅
に
つ
い
て
も
、
も
し
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
手
紙
が
伝
存
し
な
い
と
し
た
ら
、

現
在
判
明
し
て
い
る
事
実
の
う
ち
、
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
未
知
の
ま
ま
で
放
置

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」（
５
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
細
か
な
動
静
を
知
り
う

る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
伝
記
研
究
に
資
す
る
の
み
な

ら
ず
、
し
ば
し
ば
作
品
、
つ
ま
り
文
学
と
し
て
の
「
ふ
み
」
の
生
成
や
解
釈
の
問

題
と
結
び
つ
く
点
で
、『
笈
の
小
文
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貞
享
五
年
四
月
二
十
五

日
付
惣
七
宛
芭
蕉
・
万
菊
（
杜
国
）
連
名
書
簡
が
、
紀
行
本
文
と
内
容
を
共
有
す

る
例
な
ど
が
代
表
的
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
注
意
す
べ
き
は
、
新
出
資
料
の
出
現
で
あ
る
。『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻

書
翰
篇
』（
富
士
見
書
房
、
一
九
八
九
）、『
校
本
芭
蕉
全
集
別
巻
補
遺
篇
』（
同
上
、

一
九
九
一
）、『
芭
蕉
全
図
譜
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）、『
新
芭
蕉
講
座
第
七
巻

書
簡
篇
』（
三
省
堂
、
一
九
九
五
）、
今
栄
蔵
『
芭
蕉
書
簡
大
成
』（
角
川
学
芸
出

版
、
二
〇
〇
五
）、
田
中
善
信
『
全
釈
芭
蕉
書
簡
集
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
五
）
な

ど
の
主
な
書
簡
集
成
は
、
そ
の
時
点
で
の
最
新
の
成
果
を
反
映
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
近
年
に
お
い
て
も
、
複
数
の
真
簡
の
存
在
が
報
告
さ
れ
る（
６
）。
伝
記
・
作
品

研
究
を
推
し
進
め
る
た
め
の
新
た
な
手
が
か
り
が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と

は
、
稀
有
な
資
料
状
況
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
掲
の
書
簡
も
そ
の
よ
う
な
手
紙
の
一
つ
で
あ
り
、
近
時
、
玉
城
司
「
新
出
芭

蕉
真
蹟
資
料
三
点
―
初
期
懐
紙
一
点
と
書
簡
二
点
」（
７
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
。

前
半
部
分
を
欠
き
、
宛
名
・
日
付
も
備
わ
ら
な
い
断
簡
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら

『
笈
の
小
文
』
旅
中
の
執
筆
と
知
ら
れ
る
。
左
に
全
文
を
掲
げ
る
（
論
述
の
都
合

上
、
書
簡
に
通
し
記
号
を
付
す
）。

〈
書
簡
Ａ
〉

珍
重
過
当
之
至
、
且
巻
一
歌
仙
并
ニ
発
句
、
感
吟
不
斜
候
。
三
吟
之
内
、
名

乗
有
之
上
、
批
判
も
心
に
ま
か
せ
ず
候
故
、
他
の
判
、
除
候
而
、
貴
丈
子
御

佳
作
而
已
、
判
書
印
候
。
尚
白
丈
、
玉
句
、
尤
珍
作
共
、
見
え
申
候
。
拙
者
、

爰
元
今
月
廿（
マ
マ
）過

発
足
、
伊
賀
路
へ
入
申
候
。
道
寄
も
む
つ
か
し
く
候
間
、
随

分
直
ニ
伊
賀
へ
と
心
ざ
し
候
。
鳴
海
熟
田
之
間
ニ
し
て
、
暫
ハ
被
留
候
半
か

と
存
候
。
伊
賀
よ
り
以
書
状
可
得
御
意
候
。
何
と
ぞ
越
年
、
湖
水
の
曙
を
も

見
申
度
大
望
ニ
候
。
心
ざ
し
の
通
ニ
物
ご
と
相
叶
か
し
と
存
候
。
先
兼
而
ハ

物
毎
む
つ
か
し
く
候
間
、
尚
白
丈
御
両
人
の
ミ
ニ
而
、
他
の
さ
た
必
御
無
用

ニ
被
成
可
被
下
候
。
以
上

玉
城
氏
前
掲
論
文
は
、
本
簡
が
「
尚
白
と
親
し
い
近
江
俳
人
か
ら
、
歌
仙
一
巻
の

評
点
を
依
頼
さ
れ
た
」
際
の
返
信
で
あ
り
、「
宛
先
は
尚
白
と
親
し
か
っ
た
千
那
か

青
鴉
」、「
貞
享
四
年
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
の
間
に
名
古
屋
あ
た
り
で
執

筆
さ
れ
た
も
の
」
と
推
測
す
る
。

こ
こ
で
『
笈
の
小
文
』
の
旅
程
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
貞
享
四
年
十
月
二
十

五
日
、
江
戸
を
発
足
し
た
芭
蕉
は
、
同
年
十
一
月
四
日
に
鳴
海
知
足
亭
に
到
着
、

七
日
ま
で
同
地
で
過
ご
し
、
八
日
は
熱
田
桐
葉
亭
へ
移
動
、
翌
九
日
晩
に
越
人
を

伴
っ
て
知
足
亭
へ
戻
り
、
十
日
朝
よ
り
越
人
と
共
に
伊
良
湖
の
杜
国
を
慰
問
す

る
。
十
一
月
十
六
日
に
鳴
海
知
足
亭
へ
帰
着
後
、
二
十
日
ま
で
同
地
に
滞
在
、
二

十
一
日
～
二
十
四
日
は
熱
田
に
留
ま
り
、
二
十
五
日
は
名
古
屋
の
荷
兮
亭
に
移

り
、
同
月
末
ま
で
名
古
屋
に
逗
留
す
る
。
十
二
月
一
日
～
二
日
に
は
熱
田
に
滞
在
、
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同
月
三
日
よ
り
名
古
屋
に
移
動
し
、
十
二
月
十
日
あ
ま
り
に
同
地
を
発
っ
て
伊
賀

へ
と
向
か
う
。
当
初
の
心
づ
も
り
で
は
、
十
一
月
上
旬
に
尾
張
を
発
ち
、
伊
賀
へ

向
か
う
予
定
で
あ
っ
た
が（
8
）、
杜
国
訪
問
と
尾
張
俳
人
の
歓
待
に
よ
り
、
結
局
、

一
か
月
半
に
及
ぶ
長
逗
留
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
句
作
の
成
果
は
『
笈
の
小
文
』

に
記
さ
れ
る
ほ
か
、
真
蹟
や
『
如
行
子
』
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
資
料
に
残
さ
れ

て
お
り
、
多
忙
を
極
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（
９
）。

右
の
書
簡
は
「
爰
元
今
月
廿
過
発
足
」
と
今
後
の
予
定
に
言
及
し
て
お
り
、
旅

の
実
情
を
示
す
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
は
、
右
の
慌
た
だ
し
い
旅
程
の

ど
の
時
点
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
と
場
所
と
を
今
少
し
絞
り
込
む
こ

と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
書
簡
の
文
面
の
機
微
と
旅
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
、

本
簡
の
資
料
価
値
を
よ
り
正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ひ
い
て
は
、『
笈
の
小
文
』
や
、
旅
中
の
句
作
を
精
密
に
理
解
す
る
糸
口
と
も

な
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
該
書
簡
と
同
時
期
の
芭
蕉
書
簡
を
味
読
し
、
尾

張
滞
在
中
の
芭
蕉
の
動
静
の
細
部
を
吟
味
し
つ
つ
、
本
簡
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
笈
の
小
文
』
所
収
の
芭
蕉
発
句
「
旅

寝
し
て
み
し
や
う
き
世
の
煤
は
ら
ひ
」
の
解
釈
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

二　
尾
張
滞
在
中
の
芭
蕉
書
簡

ま
ず
、
右
掲
の
書
簡
の
内
容
を
や
や
丁
寧
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

冒
頭
で
は
、
先
方
か
ら
送
ら
れ
た
三
吟
歌
仙
に
つ
い
て
「
作
者
の
名
前
が
あ
る

こ
と
を
理
由
に
断
り
な
が
ら
も
、
依
頼
者
に
限
っ
て
、
批
評
を
書
き
記
し
」（
10
）
て

お
り
、
依
頼
者
と
尚
白
の
句
に
「
珍
作
」
が
あ
っ
た
と
褒
め
る
。

「
拙
者
、
爰
元
今
月
廿
過
発
足
、
伊
賀
路
へ
入
申
候
」
が
、
今
月
二
十
日
過
ぎ
に

当
地
を
出
立
し
て
伊
賀
へ
帰
郷
す
る
予
定
を
記
す
こ
と
か
ら
、
本
簡
の
執
筆
は
二

十
日
以
前
、
某
月
上
旬
な
い
し
中
旬
と
考
え
ら
れ
る
。
続
く
「
道
寄
も
む
つ
か
し

く
候
間
、
随
分
直
ニ
伊
賀
へ
と
心
ざ
し
候
」
は
、
先
方
か
ら
の
手
紙
に
、
近
江
へ

誘
引
す
る
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
芭
蕉
は
そ
れ
を
謝
絶
し
、
伊
賀
へ
直
行

す
る
旨
を
告
げ
る
。

「
鳴
海
熟
田
之
間
ニ
し
て
、
暫
ハ
被
留
候
半
か
と
存
候
」
の
「
熟
田
」
は
尾
張
国

熱
田
を
指
し
、「
熱
」
を
「
熟
」
に
作
る
の
は
芭
蕉
の
書
き
癖
で
あ
る（
11
）。「
ニ
し

て
」
は
、
こ
こ
は
場
所
を
指
示
す
る
「
に
て
」
と
同
意
で（
12
）、
東
海
道
を
西
上
し

つ
つ
伊
賀
へ
と
向
か
う
際
、
鳴
海
・
熱
田
間
で
門
人
に
よ
っ
て
し
ば
ら
く
引
き
留

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
の
意
。
執
筆
場
所
の
「
爰
元
」
は
鳴
海
以
東
の
東
海
道
沿

い
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
は
、
定
宿
で
あ
る
鳴
海
の
知
足
亭
が

第
一
に
想
定
さ
れ
る
。
十
一
月
二
十
一
日
以
降
、
芭
蕉
は
知
足
亭
に
投
宿
し
て
お

ら
ず
、
か
つ
、「
師
走
十
日
余
」（『
笈
の
小
文
』）
に
は
名
古
屋
を
発
足
し
て
い
る

の
で
、
本
簡
は
十
一
月
上
旬
か
ら
中
旬
、
鳴
海
で
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確

定
さ
れ
る
。

続
い
て
「
伊
賀
よ
り
以
書
状
可
得
御
意
候
」
と
、
伊
賀
よ
り
手
紙
を
送
る
こ
と

を
伝
え
、
以
下
、
近
江
立
寄
を
辞
す
る
こ
と
へ
配
慮
し
た
文
言
が
綴
ら
れ
る
。「
何

と
ぞ
越
年
、
湖
水
の
曙
を
も
見
申
度
大
望
ニ
候
」
の
「
何
と
ぞ
」
は
「
湖
水
の
曙
」

以
下
に
か
か
り（
13
）、
伊
賀
で
越
年
後
、
来
春
に
は
近
江
を
訪
れ
た
い
と
の
「
大
望
」

を
述
べ
、「
心
ざ
し
の
通
ニ
物
ご
と
相
叶
か
し
」
と
、
そ
の
実
現
を
願
う
。

「
先
兼
而
ハ
物
毎
む
つ
か
し
く
候
間
」
以
下
で
は
、
本
簡
の
内
容
を
、
宛
先
の
人

物
と
尚
白
と
の
間
で
の
み
共
有
し
、
他
に
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
伝
え
て
い
る
。
宛
先
が

千
那
で
あ
る
か
、
尚
白
と
近
し
い
青
鴉
（
青
亜
）（
14
）
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
決
定

的
な
根
拠
は
な
い
も
の
の
、
芭
蕉
と
の
個
人
的
な
書
簡
の
応
酬
の
残
る
千
那
や
尚
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白
を
差
し
置
い
て
、
青
鴉
に
こ
の
よ
う
な
文
面
を
送
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
想
定

し
に
く
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
千
那
宛
と
考
え
る
ほ
う
が
穏
当
で
あ

ろ
う
か
。

以
上
を
踏
ま
え
て
執
筆
時
期
を
さ
ら
に
絞
り
た
い
。『
笈
の
小
文
』
の
旅
で
芭
蕉

が
鳴
海
に
滞
在
す
る
機
会
は
三
度
あ
り
、（
一
）
江
戸
よ
り
来
着
し
た
十
一
月
四
日

～
七
日
、（
二
）
同
月
九
日
夜
に
熱
田
よ
り
戻
っ
て
か
ら
、
翌
十
日
朝
に
伊
良
湖
へ

発
足
す
る
ま
で
、（
三
）
同
月
十
六
日
に
伊
良
湖
よ
り
帰
着
し
て
か
ら
、
同
月
二
十

一
日
に
熱
田
に
移
動
す
る
ま
で
の
間
で
あ
る
。
本
簡
に
伊
良
湖
行
き
へ
の
言
及
が

な
い
こ
と
や
、
歌
仙
添
削
に
要
す
る
時
間
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、（
二
）
は
除
外
し

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
執
筆
時
期
は
（
一
）
か
（
三
）
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
。

「
廿
過
発
足
」
の
記
述
か
ら
、（
三
）
の
場
合
は
十
一
月
二
十
日
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

執
筆
時
期
を
確
定
す
る
に
は
、
尾
張
滞
在
中
の
芭
蕉
の
動
向
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
資
料
と
し
て
、
同
時
期
の
書
簡
を
検
討
し
た
い
。
芭
蕉
が
尾
張
で

認
め
た
書
簡
は
、
本
簡
を
含
め
現
在
四
通
が
知
ら
れ
る
。
通
し
記
号
を
付
し
て
示

せ
ば
、
本
簡
（
書
簡
Ａ
）、
貞
享
四
年
十
一
月
二
十
四
日
付
寂
照
（
知
足
）
宛
書
簡

（
書
簡
Ｂ
）、
同
年
十
二
月
一
日
付
落
梧
・
蕉
笠
宛
書
簡
（
書
簡
Ｃ
）、
同
年
十
二
月

十
三
日
付
杉
風
宛
書
簡
（
書
簡
Ｄ
）
で
あ
り
、
書
簡
Ｂ
～
Ｄ
は
『
校
本
芭
蕉
全
集
』

に
収
録
さ
れ
る
。
以
下
、
執
筆
順
に
内
容
を
検
討
す
る
。
な
お
、
私
に
傍
線
を
施

し
、
尚
々
書
は
冒
頭
に
二
字
下
げ
で
示
し
た
。

〈
書
簡
Ｂ
〉

尚
々
今
日
は
御
入
来
可
被
成
と
相
待
候
処
、
近
比
〳
〵
御
残
多
奉
存

候
。
か
へ
す
〴
〵
此
度
万
事
御
懇
意
忝
難
尽
候
。

為
御
見
舞
三
良
左
衛
門
殿
被
遣
、
誠
辱
奉
存
候
。
今
日
は
若
御
出
可
被
成
か

と
御
亭
主
共
ニ
相
待
居
申
候
処
、
御
残
多
義
ニ
御
坐
候
。
先
以
此
度
は
緩
々

滞
留
、
さ
ま
〴
〵
御
懇
情
御
馳
走
、
御
礼
難
申
尽
候
。
は
い
か
い
急
ニ
風
俗

改
り
候
様
ニ
と
心
せ
か
れ
、
御
耳
に
さ
は
る
べ
き
事
の
ミ
、
御
免
被
成
可
被

下
候
。
さ
れ
共
風
俗
そ
ろ
〳
〵
改
り
候
ハ
ヾ
、
猶
露
命
し
ば
ら
く
の
形
見
共

思
召
可
被
下
候
。
①
な
ご
や
よ
り
も
日
々
ニ
便
被
致
候
間
、
明
日
荷
兮
迄
参

可
申
候
ハ
ん
と
存
候
。
②
持
病
心
気
ざ
し
候
処
、
又
咳
気
い
た
し
、
薬
給
申

候
。
な
ご
や
ニ
て
も
養
生
可
成
事
に
御
坐
候
間
、
明
日
比
な
ご
や
へ
と
存
候
。

一
、
先
日
笠
寺
ま
で
御
連
中
御
送
被
成
、
御
厚
志
候
こ
と
、
可
然
御
礼
御
意

得
奉
頼
候
。
如
意
寺
様
猶
又
よ
ろ
し
く
た
の
ミ
奉
存
候
。
③
追
付
発
足
、
山

中
よ
り
以
書
状
具
可
申
上
候
。
二
三
日
此
か
た
両
吟
致
、
大
か
た
出
か
し
候
。

出
来
候
ハ
ヾ
被
懸
御
目
候
様
ニ
、
早
々
以
上

霜
月
廿
四
日

寂
照
居
士
几
下　
　
　

芭
蕉
翁

（
貞
享
四
年
十
一
月
二
十
四
日
付
寂
照
宛
芭
蕉
書
簡
）

右
は
、
十
一
月
二
十
四
日
、
熱
田
で
執
筆
さ
れ
た
知
足
宛
の
一
通
で
あ
る
。
原

簡
は
所
在
不
明
で
、『
伊
羅
古
の
雪
』（
宝
暦
三
年
刊
）
に
真
蹟
が
模
刻
さ
れ
る
。

本
文
前
半
で
は
鳴
海
滞
在
時
の
厚
遇
に
対
す
る
礼
を
述
べ
、
後
半
で
は
鳴
海
連
衆

に
よ
る
見
送
り
を
謝
し
、
尚
々
書
で
も
重
ね
て
知
足
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
懇
切
な

手
紙
で
あ
る
。
ま
た
、「
は
い
か
い
急
ニ
風
俗
改
り
候
様
ニ
と
心
せ
か
れ
」
以
下
の

二
文
は
、「
知
足
を
自
分
の
目
指
す
新
風
に
導
こ
う
と
し
て
、
芭
蕉
が
か
な
り
厳
し

く
指
導
し
た
こ
と
」（
15
）
を
示
し
て
お
り
、
新
風
伝
道
の
実
態
が
知
ら
れ
る
。

旅
程
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
と
、
傍
線
部
①
「
な
ご
や
よ
り
も
日
々
ニ
便

被
致
候
間
」
以
下
で
は
、
名
古
屋
か
ら
立
寄
を
求
め
る
手
紙
が
到
来
す
る
の
に
応

え
、
翌
二
十
五
日
に
名
古
屋
の
荷
兮
亭
へ
移
る
こ
と
を
報
じ
る
。
そ
の
よ
う
な

「
便
」
と
し
て
は
、
十
一
月
二
十
二
日
付
芭
蕉
宛
越
人
書
簡
が
伝
わ
る（
16
）。
同
書
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簡
中
に
「
私
ハ
大
か
た
御
越
被
遊
候
節
は
か
ね
て
存
居
申
候
得
共
」
と
あ
る
よ
う

に
、
越
人
は
芭
蕉
の
名
古
屋
到
来
の
時
期
を
予
め
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、
待
ち

か
ね
た
名
古
屋
門
人
が
芭
蕉
の
滞
在
先
へ
押
し
か
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
早
期
の

来
名
を
懇
望
す
る
文
面
で
あ
る
。
当
該
書
簡
は
、
伊
良
湖
か
ら
の
帰
着
後
、
越
人

が
は
じ
め
て
書
面
で
意
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
し
く（
17
）、
名
古
屋
へ
の
訪
問

は
、
十
一
月
十
六
日
ま
で
に
、
あ
る
程
度
は
具
体
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
線
部
②
「
持
病
心
気
ざ
し
候
処
」
以
下
で
は
、「
持
病
の
腹
痛
に
悩
ま
さ

れ
」（
18
）、
そ
の
う
え
咳
気
ま
で
生
じ
て
服
薬
し
た
こ
と
、
名
古
屋
へ
移
っ
た
後
も

引
き
続
き
養
生
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

熱
田
滞
在
中
の
句
「
翁
心
ち
あ
し
く
て
欄
木
起
倒
子
へ
薬
の
（
事
）
い
ひ
つ
か

（
は
）
す
と
て
／
薬
の
む
さ
ら
で
も
霜
の
枕
か
な
」（『
如
行
子
』）
と
相
応
す
る
。

こ
う
し
た
体
調
不
良
も
滞
在
が
長
引
い
た
一
因
で
あ
っ
た
。

傍
線
部
③
「
追
付
発
足
、
山
中
よ
り
以
書
状
具
可
申
上
候
」
で
は
、「
山
中
」（
伊

賀
上
野
）
よ
り
手
紙
を
出
す
旨
を
記
す
こ
と
か
ら
、「
追
付
発
足
」
は
、
名
古
屋
へ

移
っ
た
後
、
間
も
な
く
伊
賀
へ
出
発
す
る
心
づ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
書
簡

Ａ
で
報
じ
た
予
定
よ
り
も
、
や
や
遅
れ
を
生
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

〈
書
簡
Ｃ
〉

尚
々
枝
柿
一
籠
、
う
る
か
一
壺
被
懸
芳
慮
忝
、
尤
賞
玩
仕
候
。
其
外
連

衆
中
よ
り
荷
兮
叟
迄
御
懇
書
御
音
信
、
忝
奉
存
候
。
③
少
持
病
す
ぐ
れ

不
申
候
故
、
一
紙
如
此
御
坐
候
。
御
立
候
跡
ニ
而
一
会
御
坐
候
。
越
人

よ
り
重
而
□
□
□
□
□
候
。

翰
墨
辱
拝
披
、
今
度
者
早
々
御
見
舞
被
成
被
下
、
千
里
ヲ
遠
し
と
せ
ず
の
御

心
指
、
御
厚
意
、
過
分
至
極
奉
存
候
。
①
来
春
、
初
夏
之
節
、
必
其
御
地
御

尋
可
申
候
。

一
、
素
堂
餞
別
、
一
字
二
字
忘
候
。
言
葉
書
な
ど
も
御
坐
候
。
失
念
い
た
し

候
。
江
戸
よ
り
書
揃
よ
せ
可
申
よ
し
申
候
故
、
う
つ
し
不
参
候
。
②
猶
来
春

可
得
御
意
候
。
頓
首

十
二
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉
桃
青
（
書
判
）

落
梧
雅
丈

蕉
笠
雅
丈

（
貞
享
四
年
十
二
月
一
日
付
落
梧
・
蕉
笠
宛
芭
蕉
書
簡（
19
））

次
に
検
討
す
る
の
は
、
十
二
月
一
日
、
熱
田
で
の
執
筆
と
思
し
い
一
通
で
あ
る
。

宛
名
の
落
梧
・
蕉
笠
は
岐
阜
の
俳
人
で
あ
り
、
前
月
二
十
六
日
に
は
名
古
屋
滞
在

中
の
芭
蕉
と
と
も
に
「
凩
の
寒
さ
重
ね
よ
稲
葉
山　

落
梧
」
を
発
句
と
し
て
七
吟

三
十
句
を
巻
い
た
。
本
簡
は
岐
阜
へ
戻
っ
た
二
人
か
ら
の
礼
状
と
進
物
に
対
す
る

返
信
で
あ
る
。
所
在
不
明
な
が
ら
、
真
蹟
の
写
真
が
伝
わ
る
（『
芭
蕉
全
図
譜
』
三

二
九
）。

冒
頭
の
「
今
度
者
早
々
御
見
舞
被
成
被
下
」
以
下
は
両
名
の
名
古
屋
来
訪
に
対

す
る
挨
拶
で
あ
り
、『
笈
の
小
文
』
の
「
此
間
美
濃
・
大
垣
・
岐
阜
の
す
き
も
の
と

ぶ
ら
ひ
来
り
て
、
歌
仙
あ
る
は
一
折
な
ど
度
々
に
及
」
と
相
応
す
る（
20
）。『
校
本

芭
蕉
全
集
別
巻
補
遺
篇
』
が
、
落
梧
・
蕉
笠
の
名
古
屋
訪
問
は
「
芭
蕉
の
岐
阜
来

遊
を
促
す
と
こ
ろ
に
あ
り
、
書
中
「
其
外
連
衆
中
よ
り
」
の
「
御
懇
書
」
と
い
う

の
も
同
様
、
岐
阜
連
衆
の
来
遊
嘆
願
状
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

芭
蕉
は
岐
阜
へ
の
来
訪
を
懇
望
さ
れ
、
傍
線
部
①
「
来
春
、
初
夏
之
節
、
必
其
御

地
御
尋
可
申
候
」
は
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
。
来
春
以
降
に
訪
問
す
る
旨

を
告
げ
て
年
内
の
立
寄
を
謝
絶
す
る
点
が
書
簡
Ａ
と
共
通
す
る
。
傍
線
部
②
「
猶

来
春
可
得
御
意
候
」
は
来
春
書
面
で
連
絡
す
る
意
と
思
わ
れ
、
こ
れ
も
書
簡
Ａ
と

通
う
。
ま
た
、
傍
線
部
③
「
少
持
病
す
ぐ
れ
不
申
候
故
」
で
は
書
簡
Ｂ
と
同
様
に

持
病
に
言
及
す
る
。
諸
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
如
行
子
』
当
日
条
に
、
如
行
・
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桐
葉
と
の
三
吟
を
試
み
る
も
「
ば
せ
を
心
地
不
快
ニ
し
て
是
に
て
や
み
ぬ
」
と
半
歌

仙
で
中
断
し
た
記
事
が
あ
り
、
体
調
不
良
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

〈
書
簡
Ｄ
〉

尚
々
甚
五
兵
衛
殿
・
又
兵
衛
殿
・
仙
化
へ
無
事
之
事
御
し
ら
せ
可
被
成
候
。

其
元
別
条
無
御
坐
候
哉
、
承
度
奉
存
候
。
寒
気
之
節
、
屋
布
御
勤
相
調
候
哉
、

無
心
元
存
候
。
①
先
書
ニ
も
申
進
じ
候
通
、
霜
月
五（

マ
マ
）日

鳴
海
迄
つ
き
、
五
三

日
之
中
、
い
が
へ
と
存
候
へ
共
、
②
ミ
や
・
な
ご
や
よ
り
な
る
み
ま
で
、
見

舞
あ
る
ハ
飛
脚
音
信
さ
し
つ
ど
ひ
、
わ
り
な
く
な
ご
や
引
越
候
而
、
師
走
十

三
日
、
煤
は
き
の
日
ま
で
罷
有
候
。
③
色
々
馳
走
不
浅
、
岐
阜
・
大
垣
な
ど

の
宗
匠
共
も
尋
見
舞
候
。
④
隣
国
近
き
方
へ
ま
ね
き
、
待
か
け
候
へ
バ
、
先

春
ニ
〳
〵
と
云
の
ば
し
置
申
候
。
⑤
な
る
み
此
か
た
二
、
三
十
句
い
た
し
候

へ
バ
、
能
事
も
出
不
申
候
。
只
ま
を
合
た
る
ま
で
に
御
坐
候
。

旅
寝
し
て
み
し
や
う
き
よ
の
す
ゝ
払

極
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
せ
を

杉
風
雅
丈

（
貞
享
四
年
十
二
月
十
三
日
付
杉
風
宛
芭
蕉
書
簡
）

最
後
に
検
討
す
る
の
は
、
伊
賀
上
野
へ
出
発
す
る
直
前
の
十
二
月
十
三
日
に
名

古
屋
で
執
筆
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
宛
先
は
杉
風
で
、
尾
張
滞
在
中
の
近
況
を
報

告
し
、
年
中
行
事
の
煤
払
の
当
日
、「
そ
の
日
の
旅
中
感
を
文
末
の
発
句
に
託

す
」（
21
）。
末
尾
の
発
句
は
、『
笈
の
小
文
』
に
、

師
走
十
日
余
、
名
ご
や
を
出
て
旧
里
に
入
ん
と
す
。

旅
寝
し
て
み
し
や
う
き
世
の
煤
は
ら
ひ

と
し
て
入
る
も
の
で
、
右
の
書
簡
が
初
出
で
あ
る
。

田
中
氏
前
掲
書
が
「
本
簡
は
『
芭
蕉
全
図
譜
』（
平
成
5
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い

る
が
私
は
模
写
だ
と
思
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
簡
は
真
蹟
の
写
し
と
考
え
ら

図
一

書
簡
Ｄ
（
部
分
）	（
22
）

図
六

書
簡
Ｄ
（
部
分
）

図
二　
と
し
明
候
へ
バ	（
23
）

図
四　
上
京
可
致
候
へ
共	（
25
）

図
七　
古
郷	（
27
）

図
三　
用
意
な
く
候
へ
バ	（
24
）

図
五　
あ
ぐ
み
も
の
ニ
而
候
へ
共	（
26
）

図
八　
古
郷	（
28
）

著作権保護のため図は非表示
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れ
る
。
そ
の
た
め
難
解
な
部
分
が
散
見
す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
『
校
本
芭
蕉
全
集
』

所
収
の
釈
文
に
よ
っ
て
掲
出
し
た
。
難
読
箇
所
の
一
例
を
示
せ
ば
、
傍
線
部
⑤

「
な
る
み
此
か
た
二
、
三
十
句
い
た
し
候
へ
バ
、
能
事
も
出
不
申
候
」
は
、
鳴
海
到

着
以
来
の
発
句
の
出
来
映
え
を
反
省
す
る
一
文
で
あ
り
、「
能
事
も
出
不
申
候
」
の

直
前
は
、
逆
接
の
接
続
詞
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
「
候
へ

バ
」
は
「
候
へ
共
」
の
誤
写
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
問
題
の
部
分
（
図

一
）
お
よ
び
、
芭
蕉
自
筆
資
料
の
「
候
へ
バ
」（
図
二
・
図
三
）
と
「
候
へ
共
」（
図

四
・
図
五
）
と
を
見
比
べ
る
と
、
字
形
が
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
④
「
隣
国
近
き
方
」（
図
六
）
も
や
や
熟
さ

ぬ
表
現
で
あ
り
、
田
中
氏
前
掲
書
は
「
隣
国
近
江
方
」
の
読
み
を
提
示
す
る
。
近

江
俳
人
か
ら
の
誘
引
を
示
す
書
簡
Ａ
の
存
在
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
隣
国
」
と
の
相
応
や
、
字
形
の
類
似
（
図
七
・
図
八
）

を
勘
案
す
る
と
、
あ
る
い
は
「
隣
国
近
郷
方
」
の
写
し
崩
れ
か
と
も
思
わ
れ
る
。

 

次
に
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
傍
線
部
①
「
先
書
ニ
も
申
進
じ
候
通
、
霜
月

五（
マ
マ
）日

鳴
海
迄
つ
き
、
五
三
日
之
中
、
い
が
へ
と
存
候
へ
共
」	（
29
）
と
あ
る
よ
う
に
、

鳴
海
へ
到
着
し
た
当
初
は
十
一
月
上
旬
に
同
地
を
発
足
し
て
伊
賀
へ
と
向
か
う
予

定
で
あ
り
、
本
簡
以
前
に
も
杉
風
に
そ
の
旨
を
報
じ
て
い
た
（
そ
の
書
簡
は
現
存

し
な
い
）。
と
こ
ろ
が
、
宮
（
熱
田
）
や
名
古
屋
の
門
人
に
よ
る
訪
問
や
来
簡
が
相

次
い
だ
た
め
に
「
わ
り
な
く
」
名
古
屋
へ
移
り
、
煤
払
が
行
わ
れ
る
十
二
月
十
三

日
ま
で
名
古
屋
に
逗
留
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
傍
線
部
②
）。
こ
れ
は
書
簡
Ｂ
や
前

掲
越
人
書
簡
の
内
容
と
附
合
す
る
。
傍
線
部
③
「
色
々
馳
走
不
浅
、
岐
阜
・
大
垣

な
ど
の
宗
匠
共
も
尋
見
舞
候
」
は
、
書
簡
Ｃ
や
『
笈
の
小
文
』
の
本
文
と
相
応
す

る
。
ま
た
、
傍
線
部
④
「
隣
国
」
以
下
で
、
門
人
の
誘
引
に
対
し
、
来
春
訪
問
す

る
由
を
伝
え
て
謝
絶
し
た
こ
と
を
述
べ
る
点
は
、
書
簡
Ａ
・
Ｃ
と
共
通
す
る
。

傍
線
部
⑤
で
は
、
尾
張
滞
在
中
の
自
作
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
、
殊
更
に
「
只

ま
を
合
た
る
ま
で
に
御
坐
候
」
の
一
文
を
添
え
る
。
野
田
千
平
「
新
出
杉
風
宛
芭

蕉
書
簡
」	（
30
）
が
「
謙
虚
な
挨
拶
と
も
と
れ
る
が
、
俳
諧
連
衆
に
対
し
て
適
当
に
調

子
を
合
わ
せ
た
ま
で
の
意
味
に
も
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
芭
蕉
を
歓
迎
し
た
連
衆

に
対
し
て
冷
淡
な
言
葉
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
言
に
は
、
前
述

の
「
わ
り
な
く
」
と
同
様
、
謙
遜
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
響
き
が
僅
か
に
認
め
ら

れ
る
。
右
に
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
、
尾
張
滞
在
中
の
芭
蕉
は
、
体
調
不
良
の
中
、

帰
郷
予
定
を
幾
度
も
変
更
し
つ
つ
、
門
人
の
熱
意
に
応
え
て
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
俳

席
を
重
ね
た
。
そ
の
よ
う
な
実
情
が
、
か
か
る
辟
易
気
味
の
内
省
に
結
び
つ
く
の

は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
書
簡
Ｂ
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
当

地
の
門
人
は
い
ま
だ
芭
蕉
の
満
足
す
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
そ

う
し
た
事
情
も
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

以
上
を
踏
ま
え
、
改
め
て
冒
頭
に
掲
げ
た
書
簡
（
書
簡
Ａ
）
の
成
立
時
期
を
検

討
し
た
い
。
本
簡
は
十
一
月
下
旬
に
鳴
海
を
発
足
す
る
予
定
を
告
げ
て
お
り
、
書

簡
Ｄ
に
記
さ
れ
る
来
鳴
当
初
の
計
画
と
は
齟
齬
す
る
。
十
一
月
上
旬
に
予
定
が
二

転
三
転
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
も
の
の
、
書
簡
Ｂ
に
示
さ
れ
た
行
程
と
の

整
合
性
を
勘
案
す
る
と
、
本
簡
は
、
芭
蕉
が
伊
良
湖
か
ら
帰
着
し
た
十
一
月
十
六

日
か
ら
同
月
二
十
日
の
間
の
執
筆
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

書
簡
Ａ
を
含
め
た
右
掲
の
書
簡
群
に
つ
い
て
、
主
に
旅
程
に
関
わ
る
内
容
を
時

系
列
順
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
十
一
月
上
旬
…
鳴
海
を
数
日
中
に
発
足
し
、
伊
賀
へ
向
か
う
予
定
を
杉
風

に
報
じ
る
（
書
簡
Ｄ
）。

○
十
一
月
十
六
日
以
前
…
名
古
屋
立
寄
の
予
定
を
越
人
が
把
握
す
る
（
越
人
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書
簡
）。

○
十
一
月
十
六
日
～
二
十
日
…
鳴
海
を
同
月
二
十
日
過
ぎ
に
発
足
し
、
伊
賀

へ
直
行
す
る
予
定
を
報
じ
る
。
近
江
来
遊
の
誘
い
を
謝
絶
し
、
来
春
の
訪
問

を
約
す
。
鳴
海
・
熱
田
間
で
門
人
に
引
き
留
め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
（
書

簡
Ａ
）。
鳴
海
滞
在
中
、
知
足
ら
に
厳
し
い
指
導
を
し
た
（
書
簡
Ｂ
）。

○
十
一
月
二
十
四
日
…
十
一
月
二
十
五
日
頃
、
門
人
の
要
望
に
よ
り
熱
田
か

ら
名
古
屋
へ
移
る
こ
と
、
現
在
体
調
不
良
で
あ
り
、
名
古
屋
で
引
き
続
き
養

生
す
る
こ
と
、
名
古
屋
へ
移
動
後
ま
も
な
く
伊
賀
へ
と
発
足
す
る
予
定
を
告

げ
る
（
書
簡
Ｂ
）。

○
十
二
月
一
日
…
岐
阜
へ
の
立
寄
を
謝
絶
し
、
来
春
・
来
夏
の
訪
問
を
約

す
。
体
調
不
良
を
報
じ
る
（
書
簡
Ｃ
）。

○
十
二
月
十
三
日
…
杉
風
に
十
一
月
初
旬
以
来
の
状
況
を
報
告
。
鳴
海
滞
在

中
、
熱
田
・
名
古
屋
門
人
の
要
望
に
よ
り
、
や
む
な
く
鳴
海
か
ら
名
古
屋
へ

移
り
、
煤
払
の
日
ま
で
逗
留
し
た
こ
と
、
隣
国
の
門
人
か
ら
の
来
遊
嘆
願
に

対
し
、
来
春
訪
問
す
る
旨
を
伝
え
て
謝
絶
し
た
こ
と
、
鳴
海
到
着
こ
の
方
の

自
詠
へ
の
反
省
を
伝
え
る
。
書
中
「
旅
寝
し
て
」
句
あ
り
（
書
簡
Ｄ
）。

こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
は
、
十
一
月
初
旬
に
鳴
海
に
到
着
し
て
以
来
、
速
や
か
に
尾

張
を
発
ち
、
伊
賀
へ
直
行
す
る
意
志
を
持
ち
続
け
て
お
り
（
傍
線
部
）、
そ
の
意
向

を
実
現
す
る
た
め
に
、
殆
ど
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
な
が
ら
、
諸
方
の
門
人
の
誘

引
を
繰
り
返
し
謝
絶
し
て
い
た
（
破
線
部
）。
か
か
る
一
貫
し
た
意
思
を
持
ち
な
が

ら
、
尾
張
門
人
の
歓
迎
と
、
体
の
不
調
（
波
線
部
）
と
が
相
俟
っ
て
次
第
に
出
発

が
延
び
、
意
に
反
し
て
長
期
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
事
情
は
、
書
簡
Ａ
の
出
現
と
、
そ
の
執
筆
時
期
の
判
明
に
よ
っ
て
、
従
来
よ
り

い
っ
そ
う
明
確
に
把
握
さ
れ
る
。

三　
「
旅
寝
し
て
」
句
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
芭
蕉
発
句
「
旅
寝
し
て
み
し
や
う
き
世

の
煤
は
ら
ひ
」
の
解
釈
は
、
若
干
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
句
形
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
当
該
句
は
、
杉
風
宛
書
簡
が
初
出
で
、

『
笈
の
小
文
』
に
採
ら
れ
る
ほ
か
、
近
年
報
告
さ
れ
た
真
蹟
懐
紙
「
木
の
も
と
に
」

等
発
句
五
句
切	（
31
）、『
あ
ら
野
』（
元
禄
二
年
序
刊
）「
旅
」
部
等
に
も
同
形
で
入

る
。『
泊
船
集
』（
元
禄
十
一
年
刊
）、『
宇
陀
法
師
』（
元
禄
十
五
年
刊
）
は
上
五
を

「
旅
を
し
て
」
に
作
る
が
、『
校
本
芭
蕉
全
集
別
巻
補
遺
篇
』
が
「『
泊
船
集
』
等
の

句
形
は
お
そ
ら
く
杜
撰
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
誤
伝
と
思
し
い
の
で
、

『
笈
の
小
文
』
の
句
形
に
即
し
て
考
察
を
進
め
る
。

当
該
句
は
、「
浮
世
と
自
分
の
境
涯
と
二
つ
の
世
界
の
、
ま
っ
た
く
対
蹠
的
な
違

い
の
認
識
の
上
に
発
想
さ
れ
」	（
32
）、「
芭
蕉
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
」「
浮
世

の
外
に
生
き
る
自
己
の
確
認
」	（
33
）
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。「
世
間
は
煤
払

い
で
忙
し
く
、
旅
寝
を
続
け
る
私
は
そ
れ
を
眺
め
る
ば
か
り
だ
」	（
34
）
な
ど
、
芭
蕉
が

漂
泊
の
旅
人
と
し
て
煤
払
を
捉
え
る
と
理
解
す
る
点
で
、
諸
注
は
概
ね
一
致
す
る
。

先
行
研
究
を
見
渡
す
と
、「
旅
寝
し
て
み
し
や
」
は
、「
旅
を
続
け
る
中
で
（
中

略
）
見
か
け
た
こ
と
だ
」	（
35
）、「
旅
に
明
け
暮
れ
る
自
分
は
（
中
略
）
た
だ
傍
観
者

と
し
て
眺
め
て
通
り
過
ぎ
る
ば
か
り
だ
」	（
36
）
の
よ
う
に
、「
旅
寝
す
る
身
の
軽
さ

を
言
う
こ
と
」
を
「
主
眼
」	（
37
）
と
捉
え
る
理
解
に
添
い
、
丁
寧
に
言
葉
を
補
っ
て

解
さ
れ
る
。
大
方
の
理
解
と
し
て
首
肯
さ
れ
る
も
の
の
、
幾
つ
か
の
疑
問
も
残
る
。

ま
ず
、「
旅
寝
」
は
旅
そ
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
義
に
解
さ
れ
る
が
、
上
五
が
「
旅
を
し

て
」
で
は
な
く
「
旅
寝
し
て
」
と
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
十
分
に
説
明
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
み
し
や
」
に
は
様
々
な
訳
語
が
宛
て
ら



81

れ
、
芭
蕉
の
恬
淡
と
し
た
姿
勢
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
旅
寝
」

の
解
釈
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
芭
蕉
が

煤
払
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
句
を
純
粋
な
嘱
目
句

の
ご
と
く
解
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る	（
38
）。
以
上

の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
注
釈
的
検
討
を
加
え
た
い
。

 

芭
蕉
発
句
に
お
け
る
「
旅
寝
」
は
、「
た
び
ね
し
て
我
句
を
し
れ
や
秋
の
風
」（
濁

子
本
『
甲
子
吟
行
画
巻
』
跋
）
の
よ
う
に
、
旅
一
般
と
み
て
差
し
支
え
な
い
も
の

も
僅
か
に
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
場
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

用
い
ら
れ
る	（
39
）。『
笈
の
小
文
』
旅
中
吟
に
お
け
る
「
旅
寝
」
は
、
当
該
句
の
ほ

か
に
三
例
が
確
認
で
き
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
ず
「
寒
け
れ
ど
二
人
寝

る
夜
ぞ
頼
も
し
き
」
の
初
案
、

 
 

よ
し
だ
に
泊
る
夜

寒
け
れ
ど
ふ
た
り
旅
ね
ぞ
た
の
も
し
き　
　

ば
せ
を   

（
真
蹟
懐
紙
）

は
、
越
人
の
同
道
に
よ
り
、
本
来
「
身
は
風
葉
の
行
末
な
き
心
地
」（『
笈
の
小
文
』）

の
す
る
侘
し
い
「
旅
寝
」
で
さ
え
も
「
た
の
も
し
」
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
詠
い
、

そ
れ
に
よ
り
越
人
へ
の
親
愛
の
情
を
示
す
。
前
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
右
の

「
旅
寝
」
は
旅
先
で
宿
泊
す
る
意
に
重
き
が
置
か
れ
る
。
ま
た
、
同
年
、
名
古
屋
の

一
井
亭
で
詠
ま
れ
た
、

 
 

十
二
月
九
日
一
井
亭
興
行

た
び
寝
よ
し
宿
は
師
走
の
夕
月
夜　
　

芭
蕉   

（『
熱
田
三
歌
仙
』）

も
、「
宿
」
を
殊
更
に
詠
み
込
む
よ
う
に
、「
旅
寝
」
は
そ
の
場
に
宿
泊
滞
在
す
る

こ
と
を
含
意
し
、
亭
主
へ
の
謝
意
を
「
た
び
寝
よ
し
」
の
語
に
込
め
る
。
ま
た
、

貞
享
五
年
春
、
吉
野
に
赴
い
た
際
の
句
、

 
 
 

や
ま
と
の
く
に
を
行
脚
し
け
る
に
、
あ
る
濃
夫
の
家
に
や
ど
り
て
一
夜

を
あ
か
す
ほ
ど
に
、
あ
る
じ
情
ふ
か
く
、
や
さ
し
く
も
て
な
し
侍
れ
ば
、

は
な
の
か
げ
う
た
ひ
に
似
た
る
た
び
寝
哉　
　

ば
せ
を   

（
真
蹟
小
懐
紙
）

も
、
農
夫
の
家
に
一
夜
の
宿
を
借
り
る
こ
と
を
「
た
び
寝
」
と
表
現
し
、
挨
拶
句

と
す
る
。
こ
れ
ら
と
同
様
に
、「
旅
寝
し
て
」
句
の
「
旅
寝
」
も
、
旅
を
続
け
る
こ

と
の
み
な
ら
ず
、
名
古
屋
で
の
逗
留
を
も
意
識
し
た
措
辞
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

 

次
に
「
み
し
や
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
芭
蕉
作
品
に
お
け
る
「
み

し
や
」
は
、
当
該
句
の
他
に
次
の
一
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

 
 

九
月
三
日
詣
墓

み
し
や
そ
の
七
日
は
墓
の
三
日
の
月   

（『
笈
日
記
』）

こ
の
句
は
、
元
禄
六
年
秋
、
嵐
蘭
の
初
七
日
に
、
そ
の
墓
前
で
詠
ん
だ
追
悼
句
で

あ
り
、「
あ
な
た
の
初
七
日
の
夜
空
に
か
か
る
三
日
月
を
、
あ
な
た
は
泉
下
か
ら
眺

め
た
だ
ろ
う
か
」	（
40
）
な
ど
と
解
さ
れ
る
。
諸
注
「
み
し
や
」
の
主
体
を
嵐
蘭
と
し
、

疑
問
の
意
と
捉
え
る
が
、
や
や
不
審
が
残
る
。
芭
蕉
作
品
に
お
い
て
「
見
る
」
に

助
動
詞
「
き
」
が
後
続
す
る
例
は
、
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
な
べ
て
主
体
の
直
接

経
験
を
表
す
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
元
禄
元
年
冬
、
越
人
に
贈
ら
れ
た
、

二
人
見
し
雪
は
今
年
も
ふ
り
け
る
か　
　

芭
蕉   

（『
庭
竈
集
』）

の
「
二
人
見
し
雪
」
は
、『
笈
の
小
文
』
の
旅
で
杜
国
を
慰
問
し
た
際
、
芭
蕉
が
越

人
と
共
に
実
見
し
た
雪
を
指
す
。
ま
た
、
発
句
で
は
な
い
が
、

 
 

た
て
よ
こ
の
五
尺
に
た
ら
ぬ
草
の
戸
を
む
す
ぶ
も
く
や
し
雨
な
か
り
せ
ば

と
よ
み
侍
る
よ
し
、
兼
て
物
が
た
り
き
こ
へ
侍
る
ぞ
、
見
し
は
き
ゝ
し
に
増

り
て
、
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木
啄
も
庵
は
破
ら
ず
夏
木
立　
　
　

芭
蕉
書   

（
真
蹟
懐
紙
）

の
「
見
し
」
も
、
芭
蕉
が
雲
岸
寺
を
実
見
し
た
こ
と
を
い
い
、
伝
聞
に
勝
る
そ
の

際
の
感
懐
が
「
木
啄
も
」
句
に
結
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
に
照
ら
せ
ば
、
故

人
嵐
蘭
を
主
体
と
す
る
動
作
に
「
み
し
や
」
を
用
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
自
然
な

措
辞
と
は
思
わ
れ
な
い
。

廣
田
二
郎
『
芭
蕉
と
古
典
―
元
禄
時
代
―
』	（
41
）
が
、「『
新
古
今
集
』
巻
十
六
、

雑
歌
上
の
紫
式
部
歌
（
第
五
句
を
「
夜
半
の
月
か
な
」
と
し
て
『
百
人
一
首
』
に

も
入
る
。）（
中
略
）
か
ら
、
詞
句
・
措
辞
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
・
ト
ー
ン
を
得
て
来

て
い
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
該
句
は
『
新
古
今
集
』（
雑
歌
上
・
一
四
九

九
）
所
収
の
次
の
古
歌
を
核
と
す
る
。

 
 
 

は
や
く
よ
り
わ
ら
は
と
も
だ
ち
に
侍
り
け
る
人
の
、
と
し
ご
ろ
へ
て
ゆ

き
あ
ひ
た
る
、
ほ
の
か
に
て
、
七
月
十
日
の
比
、
月
に
き
ほ
ひ
て
か
へ

り
侍
り
け
れ
ば　

   

紫
式
部

め
ぐ
り
あ
ひ
て
み
し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
が
く
れ
に
し
夜
半
の
月
か
げ

夜
更
け
過
ぎ
に
沈
む
十
日
月
と
幼
友
達
の
退
出
と
を
重
ね
て
惜
し
む
式
部
歌
を
踏

ま
え
、
当
該
句
で
は
、
十
日
月
よ
り
も
な
お
早
く
沈
む
三
日
月
に
寄
せ
て
、
嵐
蘭

の
死
（「
雲
が
く
れ
」）
を
惜
し
む	（
42
）。

当
該
歌
の
本
歌
取
は
、
貞
門
以
来
頻
繁
に
行
わ
れ
、

か
ち
ま
け
を
見
し
や
そ
れ
共
わ
れ
相
撲　
　
堺
松
安　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
 

（
寛
文
十
年
跋
刊
『
続
境
海
草
』）

真
赤
い
に
見
し
や
そ
れ
共
若
楓   

鳥
取
（
寛
文
十
二
年
跋
刊
『
時
勢
粧
』）

な
ど
、「
み
し
や
そ
れ
と
も
」
か
ら
「
わ
」
を
語
頭
に
持
つ
言
葉
を
導
く
の
が
典
型

的
な
作
例
で
あ
る
。
芭
蕉
の
「
み
し
や
そ
の
」
句
は
、
こ
れ
ら
よ
り
も
や
や
複
雑

で
、「
み
し
や
」
と
指
示
語
「
そ
の
」、
お
よ
び
「
月
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
式
部
歌
を
示
す
。「
み
し
や
」
は
古
歌
を
想
起
さ
せ
る
べ
く
文
句
を
借
り
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、「
や
」
は
必
ず
し
も
疑
問
と
捉
え
る
必
要
は
な
い
。「
や
」
を
詠
嘆

と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、「
み
し
や
」
の
主
体
も
芭
蕉
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
み
し
や
」
は
、
墓
前
で
月
を
目
に
し
た
際
の
芭
蕉
自
身
の
情

動
を
、
切
字
「
や
」
に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

本
歌
取
の
発
句
と
い
う
特
殊
な
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
右
の
用
法
を
踏
ま
え
る

と
、「
み
し
や
」
は
旅
を
続
け
る
中
で
の
一
瞥
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
場
に
臨
ん

で
対
象
を
実
見
し
た
際
の
、
強
い
感
懐
を
表
出
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
理
解
は
「
旅
寝
」
が
そ
の
場
で
の
逗
留
を
含
意
す
る
こ
と
と
も
呼
応
す

る
。「
う
き
世
の
煤
は
ら
ひ
」
を
「
旅
寝
し
て
み
」
た
こ
と
の
意
味
は
、
改
め
て
吟

味
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

俳
諧
独
自
の
季
題
で
あ
る
煤
払
（
煤
掃
）
は
、
古
俳
諧
以
来
、
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ	（
43
）、

家
々
は
し
は
す
ゝ
は
き
の
時
分
哉　
　

 
 

岡
村
氏
吉
次 

 
 

（
明
暦
四
年
跋
刊
『
鸚
鵡
集
』）

宿
を
出
て
い
づ
く
も
お
な
じ
す
ゝ
払　

 

同（
大
坂
）忠
由 

 
 

（
寛
文
六
年
跋
刊
『
遠
近
集
』）

と
、
十
二
月
十
三
日
に
は
世
間
が
お
し
な
べ
て
煤
払
を
す
る
さ
ま
が
詠
わ
れ
る	（
44
）。

い
っ
ぽ
う
当
該
句
は
、
煤
払
を
「
う
き
世
」
の
営
み
と
位
置
づ
け
、「
旅
寝
」
と

い
う
超
俗
的
な
世
界
と
対
照
さ
せ
る
点
で
、
貞
門
以
来
の
典
型
的
な
読
み
ぶ
り
と

は
異
な
る	（
45
）。
類
似
の
芭
蕉
句
に
は
、「
さ
み
だ
れ
を
」
歌
仙
（
元
禄
二
年
成
）、

雪
み
ぞ
れ
師
走
の
市
の
名
残
と
て　
　

曽
良

 
煤
掃
の
日
を
草
庵
の
客　
　
　
　
　

芭
蕉



83

が
あ
り
、
煤
払
の
喧
噪
を
無
縁
の
も
の
と
す
る
隠
士
の
姿
が
詠
わ
れ
る	（
46
）。
ま

た
、
蕉
門
俳
人
の
作
例
に
は
『
俳
諧
勧
進
牒
』（
路
通
編
、
元
禄
四
年
跋
刊
）
下
・

「
燭
寸
」
五
十
韻
、

 
 

地
金
ま
づ
し
き
鎌
倉
の
鍛
冶　
　

牛
竿

 

世
を
遁
て
煤
払
日
も
忘
れ
け
り　
　

岩
翁

に
、「
世
を
遁
れ
」
て
暮
ら
す
「
鎌
倉
の
鍛
冶
」
が
煤
払
の
日
を
失
念
す
る
こ
と
を

詠
む
例
が
あ
り
、や
は
り
「
煤
払
」
を
隠
者
志
向
と
対
照
的
な
営
み
と
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
と
そ
の
周
辺
で
は
、「
煤
払
」
が
俗
事
を
象
徴
す
る
素
材
と

し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
該
句
の

「
煤
は
ら
ひ
」
に
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
重
複
す
る
「
う
き
世
」
を
加
え
る
の
は
何
故

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
笈
の
底
』（
信
天
翁
著
、
寛
政
七
年
序
）
当
該
句
注
に

示
唆
的
な
記
述
が
あ
る
。

旅
に
出
て
こ
そ
暫
し
も
世
の
煤
に
染
む
事
も
少
く
、
世
の
塵
を
余
所
に
見
る

と
の
意
也
。
旅
の
心
の
自
然
に
清
浄
な
る
趣
を
述
た
り
。
此
吟
浮
世
の
煤
と

続
た
る
詞
の
余
情
、
名
誉
と
云
べ
し
。

煤
払
を
「
余
所
に
見
る
」
と
解
す
る
点
は
新
注
と
同
じ
だ
が
、「
煤
は
ら
ひ
」
に

「
世
の
煤
」
や
「
世
の
塵
」、
つ
ま
り
世
塵
の
意
味
を
認
め
、
そ
の
余
情
が
「
浮
世

の
煤
と
続
た
る
詞
」
に
込
め
ら
れ
る
と
解
釈
す
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に

芭
蕉
句
に
は
、「
煤
」
に
そ
う
し
た
意
味
合
い
を
託
し
た
例
が
あ
る
。

 
 
 

つ
く
し
の
か
た
に
ま
か
り
し
比
、
頭
陀
に
入
し
五
器
一
具
、
難
波
津
の

旅
亭
に
捨
し
を
破
ら
ず
、
七
と
せ
の
後
、
湖
上
の
粟
津
迄
送
り
け
れ
ば
、

是
を
さ
へ
過
し
か
た
を
お
も
ひ
出
し
て
哀
な
り
し
ま
ゝ
に
、
翁
へ
此
事

物
語
し
侍
り
け
れ
ば
、

こ
れ
や
世
の
煤
に
そ
ま
ら
ぬ
古
合
子　
　

風
羅
坊   

（『
俳
諧
勧
進
牒
』
上
）

前
書
に
よ
れ
ば
、
路
通
が
筑
紫
行
脚
の
際
、
頭
陀
袋
に
入
れ
た
五
器
を
大
坂
の
旅

宿
に
捨
て
置
き
、
七
年
後
、
そ
れ
が
粟
津
ま
で
送
ら
れ
た
。
路
通
が
こ
の
こ
と
を

芭
蕉
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
や
世
の
」
の
一
句
を
得
た
と
い
う
。「
世
の
煤
」

は
「
世
俗
の
煩
わ
し
さ
を
煤
に
た
と
え
た
表
現
」
で
、「
こ
れ
に
「
煤
払
」
の
意
を

き
か
せ
、
季
語
と
す
る
」	（
47
）
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
煤
払
で
払
わ
れ
る
「
煤
」
や
「
塵
」
を
俗
世
や
世
塵
に
重
ね
る
例

は
、
芭
蕉
以
前
よ
り
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、

か
く
ぞ
し
た
き
心
の
ち
り
を
煤
払　
　

季
吟	（
48
）   （
延
宝
四
年
刊
『
続
連
珠
』）

は
、
煤
払
で
塵
を
払
う
よ
う
に
、「
心
の
ち
り
」（
煩
悩
や
雑
念
）
を
払
い
た
い
と

詠
み
、
ま
た
、

塵
の
世
を
い
と
ふ
迄
こ
そ
煤
払　

 

同（
堺
）重
明   

（『
続
境
海
草
』）

は
、
日
頃
は
「
塵
の
世
」（
俗
世
）
を
厭
う
て
暮
ら
す
者
ま
で
も
、
こ
の
日
は
煤
払

い
を
す
る
と
し
、
隠
者
風
の
人
物
が
、
世
俗
か
ら
完
全
に
は
離
れ
ら
れ
ぬ
姿
を
戯

画
化
す
る
。

煤
は
き
や
塵
の
う
き
世
の
竹
箒　

 

大
坂
白
甫 

 
 

（
寛
文
十
一
年
序
刊
『
落
花
集
』）

は
、「
煤
払
」
と
「
竹
箒
」、「
竹
」
と
「
世
（
節
）」、「
竹
」
と
「
煤
」（
煤
竹
に
よ

る
）
と
い
っ
た
縁
語
を
駆
使
し
つ
つ
、「
煤
は
き
」
と
「
塵
」
と
の
関
係
か
ら
「
塵

の
う
き
世
」	（
49
）
の
語
を
導
く
。

七
賢
や
よ
ご
れ
浮
世
の
す
す
は
ら
い
（
マ
マ
）

　
　

松
水 

 
 

（
延
宝
八
～
九
年
刊
『
談
林
功
用
群
鑑
』）

は
「
竹
（
林
）」
の
ヌ
ケ
で
あ
り
、
煤
払
を
通
じ
て
「
よ
ご
れ
」
た
浮
世
と
隠
者
と

を
対
置
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
貞
門
・
談
林
の
古
俳
諧
に
お
い
て
、
煤
払
は
世
俗
の
煩
わ
し
さ
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を
連
想
さ
せ
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
芭
蕉
の
煤
払
詠
は
こ
う
し
た
先
例
に
連

な
る
も
の
で
あ
り
、「
う
き
世
の
煤

0

0

0

は
ら
ひ
」
に
世
塵
の
意
味
を
認
め
る
『
笈
の

底
』
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
句
の
「
煤
は
ら
ひ
」
は
、
単
な

る
年
中
行
事
で
は
な
く
、
抽
象
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
句
に
お
け
る
「
旅
寝
」
と
「
う
き
世
の
煤

は
ら
ひ
」
と
の
対
比
は
、
い
っ
そ
う
際
立
つ
こ
と
と
な
る
。
前
掲
『
笈
の
底
』
が

「
旅
に
出
て
こ
そ
暫
し
も
世
の
煤
に
染
む
事
も
少
く
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
旅
寝
」

は
本
来
、
世
俗
の
塵
埃
を
厭
う
営
み
で
あ
る
。「
旅
寝
」
に
身
を
置
き
な
が
ら
、「
う

き
世
の
煤
は
ら
ひ
」
を
「
み
し
」
こ
と
、
即
ち
世
塵
に
接
す
る
こ
と
は
、「
旅
寝
」

の
希
求
す
る
と
こ
ろ
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
旅
寝
」
の
志
向
と
現
実
と
の
落
差
に
焦
点
を
当
て
た
芭
蕉
句
に
は
、『
野
ざ
ら

し
紀
行
』
の
、

大
垣
に
泊
り
け
る
夜
は
、
木
因
が
家
を
あ
る
じ
と
す
。
武
蔵
野
を
出
る
時
、

野
ざ
ら
し
を
心
に
お
も
ひ
て
旅
立
け
れ
ば
、

 
 

し
に
も
せ
ぬ
旅
寝
の
果
よ
秋
の
暮

が
あ
る
。
同
紀
行
の
冒
頭
句
「
野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
し
む
身
哉
」
と
呼
応
す
る

一
句
で
あ
り
、
客
死
の
覚
悟
を
標
榜
し
て
旅
に
出
た
も
の
の
、
結
局
は
「
し
に
も

せ
」
ず
生
き
な
が
ら
え
た
現
実
を
詠
い
、「
安
堵
と
自
嘲
の
入
り
ま
じ
っ
た
」	（
50
）
響

き
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。「
旅
寝
」
は
旅
そ
の
も
の
の
意
に
重
ね
て
、
木

因
亭
で
の
宿
泊
が
意
識
さ
れ
、
芭
蕉
を
も
て
な
し
た
「
木
因
に
対
す
る
挨
拶
の

意
」	（
51
）
を
含
む
。
当
該
句
の
初
案
「
死
よ
し
な
ぬ
浮
身
の
果
は
秋
の
暮
」（『
後
の

旅
』）  

が
、
我
が
身
を
「
し
な
ぬ
浮
身
」
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
も
、「
し
に
も
せ

ぬ
旅
寝
」
が
、
死
を
前
提
と
す
る
「
旅
寝
」
と
現
実
と
の
矛
盾
を
諧
謔
的
に
描
こ

う
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
旅
寝
し
て
」
句
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
構
造
が
認
め
ら
れ
る
。「
旅
寝

し
て
み
し
や
」
と
い
う
芭
蕉
の
詠
嘆
は
、
俗
世
間
か
ら
遁
れ
る
こ
と
を
求
め
て
旅

に
出
な
が
ら
、
逗
留
先
で
か
え
っ
て
浮
世
の
営
み
―
世
塵
を
強
く
連
想
さ
せ
る

「
煤
は
ら
ひ
」
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
、
そ
の
矛
盾
を
苦
笑
し
、
か
つ
興
じ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

『
更
科
紀
行
』
の
旅
中
吟
「
木
曽
の
と
ち
浮
世
の
人
の
み
や
げ
哉
」
か
ら
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
芭
蕉
は
旅
人
と
し
て
の
自
身
を
「
浮
世
」
の
外
の
存
在
と
位
置
づ
け

る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、

露
と
く
〳
〵
心
み
に
浮
世
す
ゝ
が
ば
や   

（『
野
ざ
ら
し
紀
行
』）

の
よ
う
に
、「
自
分
が
な
お
塵
俗
そ
の
も
の
で
あ
る
と
内
省
」
し
、「「
う
き
世
」
を

煩
わ
し
く
、
汚
れ
た
俗
界
と
し
て
意
識
し
、
身
辺
お
よ
び
心
中
の
塵
を
払
い
、
清

く
保
つ
こ
と
を
強
く
希
求
」	（
52
）
す
る
一
面
も
あ
る
。
書
簡
に
も
「
幻
住
庵
上
葺
被

仰
付
候
半
由
、
珍
重
奉
存
候
。
う
き
世
之
さ
た
、
少
も
遠
き
ハ
此
山
の
ミ
と
、
折
々

の
寝
覚
難
忘
候
」（
元
禄
五
年
二
月
十
八
日
付
書
簡
）
な
ど
、「
う
き
世
」
に
泥
み

が
ち
な
現
状
を
認
識
し
、
そ
こ
か
ら
遁
れ
る
こ
と
を
願
う
言
辞
が
見
え
る
。
当
該

句
で
「
う
き
世
の
煤
は
ら
ひ
」
を
見
つ
め
る
芭
蕉
の
姿
勢
は
、
後
者
に
近
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

 

「
旅
寝
し
て
」
句
は
、
純
粋
な
嘱
目
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
予
想
外
に
長
引
い

た
「
旅
寝
」
の
産
物
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
は
、「
う
き
世
」
か
ら
の
脱
却
を
志
向

し
な
が
ら
、「
う
き
世
の
煤
」
に
触
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
苦
笑

を
重
層
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
杉
風
宛
書
簡
に
お
い
て
は
、
出
発
遅

延
に
対
す
る
不
本
意
さ
を
述
べ
た
末
に
当
該
句
が
記
さ
れ
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
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ば
、
初
出
時
に
は
、
門
人
へ
の
対
応
や
病
臥
な
ど
、
世
事
に
拘
う
こ
と
へ
の
自
嘲

め
い
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
実

情
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
公
に
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。『
笈
の
小
文
』
本
文
に
は
門
人
と
の
雅
交
の
成
果
の
み
が
綴
ら
れ
、
書
簡

群
か
ら
垣
間
見
え
る
よ
う
な
不
如
意
は
看
取
さ
れ
な
い
。『
笈
の
小
文
』
に
お
け
る

当
該
句
を
読
解
す
る
上
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
長
期
滞
在
を
過
剰
に
否
定
的
に
捉

え
る
の
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
重
く
見
る
な
ら
ば
、
当
該
句
の
挨
拶
性
に
も
思
い
を
致
す
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
旅
寝
」
を
詠
ん
だ
芭
蕉
句
に
は
挨
拶
吟
が
散
見
し	（
53
）、

前
述
の
と
お
り
、
当
該
句
以
外
の
『
笈
の
小
文
』
旅
中
の
「
旅
寝
」
吟
は
、
全
て

門
人
へ
の
謝
意
や
親
愛
の
情
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
鑑
み

れ
ば
、
当
該
句
の
「
旅
寝
」
に
尾
張
俳
人
へ
の
配
慮
を
認
め
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど

唐
突
で
は
な
い
。「
旅
寝
し
て
」
句
に
お
い
て
、
意
に
沿
わ
ぬ
滞
留
は
、
風
狂
心
の

高
ま
り
ゆ
え
の
長
逗
留
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
直
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

当
該
句
に
詠
わ
れ
た
苦
笑
は
、
か
か
る
「
旅
寝
」
が
も
た
ら
し
た
詩
情
と
し
て
理

解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
俳
諧
熱
の
高
揚
の
た
だ
中
で
芭
蕉
を
歓
待
し
た
門
人
へ
の

挨
拶
と
し
て
、
い
か
に
も
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
1
） 

『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻
書
翰
篇
』（
富
士
見
書
房
、
一
九
八
九
）、『
校
本
芭
蕉
全
集

別
巻
補
遺
篇
』（
同
上
、
一
九
九
一
）
は
、
計
二
三
一
通
（
う
ち
真
簡
一
九
九
通
、
追
考

十
三
通
、
参
考
十
七
通
、
存
疑
二
通
）
を
収
録
し
、『
芭
蕉
全
図
譜
』（
岩
波
書
店
、
一

九
九
三
）
は
、
真
蹟
と
さ
れ
る
一
四
二
通
の
図
版
と
解
説
を
収
め
、『
新
芭
蕉
講
座
第
七

巻
書
簡
篇
』（
三
省
堂
、
一
九
九
五
）
は
、『
校
本
芭
蕉
全
集
』
所
収
書
簡
の
真
偽
考
証

を
行
い
、
新
出
書
簡
を
合
わ
せ
て
真
簡
二
一
四
通
を
収
録
す
る
。

（
2
） 

田
中
善
信
『
全
釈
芭
蕉
書
簡
集
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
五
）「
は
じ
め
に
」。
同
書
は
、

西
鶴
の
現
存
書
簡
が
七
通
、『
近
松
全
集
』（
岩
波
書
店
）
に
収
録
さ
れ
る
近
松
の
書
簡

が
十
通
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
3
） 

塩
村
耕
「
近
世
に
お
け
る
写
本
と
版
本
の
関
係
は
」『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
七
。

（
4
） 

拙
稿
「「
か
た
ち
」
考
」『
国
語
国
文
』
八
六
―
五
号
、
二
〇
一
七
。

（
5
） 

『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻
書
翰
篇
』「
概
説
」（
荻
野
清
執
筆
）。

（
6
） 

学
会
報
告
や
学
術
論
文
で
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、『
芭
蕉
―
広
が
る
世
界
、
深
ま
る
心

―
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
二
）、『
芭
蕉
―
三
十
年
間
の
新
出
作
品
を
中
心

に
』（
柿
衞
文
庫
、
二
〇
一
四
）、『
芭
蕉　

新
出
作
品
を
中
心
に
Ⅱ
』（
同
上
、
二
〇
一

六
）、『
芭
蕉
の
手
紙
』（
同
上
、
二
〇
一
八
）
な
ど
の
展
覧
会
図
録
に
紹
介
さ
れ
る
。

（
7
） 

『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
三
〇
号
、
二
〇
一
六
。

（
8
） 

貞
享
四
年
十
二
月
十
三
日
付
杉
風
宛
芭
蕉
書
簡
。

（
9
） 

大
安
隆
・
小
林
孔
・
松
本
節
子
・
馬
岡
裕
子
『
笈
の
小
文
の
研
究　

評
釈
と
資
料
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
九
）「
旅
程
と
旅
中
句
（
そ
の
異
同
）
一
覧
」
参
照
。

（
10
） 

前
掲
玉
城
論
文
。

（
11
） 

注
9
前
掲
書
六
五
頁
「
熱
田
」
の
注
に
、
こ
の
表
記
が
「
芭
蕉
特
有
の
異
体
字
」
で

あ
る
こ
と
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
自
筆
本
、「
京
ま
で
は
」
等
三
句
懐
紙
、
自
筆
書
簡
（『
芭

蕉
全
図
譜
』
三
二
一
・
三
八
六
）
の
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
12
） 

『
奥
の
細
道
』
の
旅
中
、
玉
志
亭
で
の
出
来
事
を
「
あ
ふ
み
や
玉
志
亭
に
し
て
」（「
初

真
桑
」
等
四
句
懐
紙
）
と
記
し
、
桃
印
の
病
没
に
つ
い
て
「
草
庵
に
し
て
う
せ
た
る
事
」

（
元
禄
六
年
四
月
二
十
九
日
付
荊
口
宛
芭
蕉
書
簡
）
と
記
す
の
も
同
様
の
用
法
で
あ
る
。

（
13
） 

「
何
と
ぞ
今
来
年
江
戸
に
あ
そ
び
候
ハ
ヾ
、
又
〳
〵
貴
境
と
心
指
候
間
」（
元
禄
四
年

十
一
月
十
三
日
付
曲
水
宛
書
簡
）
の
「
何
と
ぞ
」
が
「
又
〳
〵
貴
境
と
心
指
」
を
修
飾

す
る
の
と
同
様
の
用
法
で
あ
る
。

（
14
） 

青
鴉
（
青
亜
）
は
貞
享
三
年
尚
白
歳
旦
引
付
や
、
尚
白
編
『
孤
松
』（
貞
享
四
年
序
刊
）

に
入
り
、
田
中
氏
前
掲
書
は
「
尚
白
の
門
人
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
未
詳
」
と
す
る
。
荻

野
清
『
猿
蓑
俳
句
研
究
』（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
〇
）
は
、
青
亜
が
『
続
虚
栗
』（
貞

享
四
年
十
一
月
十
三
日
奥
刊
）
に
入
集
し
、
か
つ
、
貞
享
五
年
の
尚
白
歳
旦
帳
に
見
え
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ぬ
こ
と
、『
猿
蓑
』
に
尚
白
に
よ
る
青
亜
追
悼
句
「
乳
の
み
子
に
世
を
渡
し
た
る
師
走
哉
」

が
載
る
こ
と
か
ら
、
貞
享
四
年
十
二
月
没
と
推
測
す
る
。

（
15
） 

田
中
氏
前
掲
書
。

（
16
） 

名
古
屋
市
博
物
館
蔵
。
注
6
前
掲
図
録
『
芭
蕉
―
広
が
る
世
界
、
深
ま
る
心
―
』
に

真
蹟
図
版
と
翻
字
を
収
録
す
る
。
早
く
『
も
く
ろ
く　

紫
水
北
田
家
所
蔵
品
入
札
』（
東

京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
三
四
）
に
写
真
が
載
り
、
飯
田
正
一
『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』（
桜

楓
社
、
一
九
七
二
）、『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻
書
翰
篇
』
等
に
翻
刻
が
紹
介
さ
れ
る
。

（
17
） 

越
人
書
簡
の
冒
頭
に
「
先
日
以
後
、
御
物
遠
に
奉
過
候
」
の
一
文
が
あ
り
、
か
つ
、
伊

良
湖
か
ら
の
帰
鳴
後
、
本
簡
執
筆
の
間
に
芭
蕉
と
越
人
と
が
対
面
し
た
記
録
が
残
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
越
人
書
簡
の
冒
頭
文
は
端
裏

を
表
装
す
る
際
に
切
断
さ
れ
、
本
紙
裏
面
に
あ
る
（
注
6
前
掲
図
録
『
芭
蕉
―
広
が
る

世
界
、
深
ま
る
心
―
』。
同
図
録
以
前
の
翻
刻
は
、
こ
の
冒
頭
文
を
具
え
な
い
）。

（
18
） 

『
校
本
芭
蕉
全
集
第
八
巻
書
翰
篇
』。

（
19
） 

『
校
本
芭
蕉
全
集
』
の
本
文
を
『
芭
蕉
全
図
譜
』
等
に
よ
っ
て
一
部
改
め
た
。
□
で
示

し
た
難
読
部
分
に
つ
い
て
、
今
氏
前
掲
書
は
「
御
申
遣
可
参
」、
田
中
氏
前
掲
書
は
「
申

之
可
被
参
」
と
す
る
。

（
20
） 

注
9
前
掲
書
が
「
大
垣
の
如
行
や
岐
阜
の
落
梧
と
蕉
笠
ら
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と

指
摘
す
る
。

（
21
） 

『
新
芭
蕉
講
座
第
七
巻
書
簡
篇
』。

（
22
） 

『
芭
蕉
全
図
譜
』
三
三
〇
。
図
六
も
同
書
に
よ
る
。

（
23
） 

元
禄
二
年
三
月
二
十
三
日
付
落
梧
宛
芭
蕉
書
簡
（『
芭
蕉
全
図
譜
』
三
四
三
）。
以
下
、

図
五
ま
で
、
見
出
し
の
傍
線
部
に
つ
い
て
図
版
を
掲
出
す
る
。

（
24
） 

元
禄
元
年
九
月
十
日
付
絈
屋
市
兵
衛（
卓
袋
）宛
芭
蕉
書
簡（『
芭
蕉
全
図
譜
』三
三
六
）。

（
25
） 

貞
享
三
年
十
月
二
十
九
日
付
寂
照
宛
芭
蕉
書
簡
（『
芭
蕉
全
図
譜
』
三
二
六
）。

（
26
） 

注
24
に
同
じ
。

（
27
） 

「
時
節
嘸
」
歌
仙
巻
子
（『
芭
蕉
全
図
譜
』
三
）。

（
28
） 

芭
蕉
自
筆
自
画
『
甲
子
吟
行
画
巻
』（『
芭
蕉
全
図
譜
』
七
五
）。

（
29
） 

諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
『
下
里
知
足
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
鳴
海
に
到
着
し
た
の
は

前
日
の
十
一
月
四
日
で
あ
り
「
霜
月
五
日
」
は
芭
蕉
の
記
憶
違
い
か
。

（
30
） 

『
連
歌
俳
諧
研
究
』
五
四
号
、
一
九
七
八
。

（
31
） 

注
6
前
掲
図
録
『
芭
蕉
―
三
十
年
間
の
新
出
作
品
を
中
心
に
』
に
図
版
を
収
録
す
る
。

（
32
） 

山
本
健
吉
『
芭
蕉
全
発
句
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
。

（
33
） 

雲
英
末
雄
・
佐
藤
勝
明
訳
注
『
芭
蕉
全
句
集
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
〇
。

（
34
） 

同
右
書
。

（
35
） 

堀
切
実
・
田
中
善
信
・
佐
藤
勝
明
編
『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』
明
治
書
院
、
二

〇
一
四
（
藤
井
美
保
子
執
筆
）。

（
36
） 

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
芭
蕉
句
集
』
新
潮
社
、
一
九
八
二
。

（
37
） 

注
32
前
掲
書
。

（
38
） 

な
お
、
貞
享
元
年
の
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
に
お
い
て
も
、
芭
蕉
は
尾
張
で
煤
払

の
日
を
迎
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に
煤
払
を
詠
ん
だ
句
は
確
認
で
き
な
い
。

（
39
） 

「
旅
寝
」
を
詠
ん
だ
芭
蕉
発
句
の
う
ち
、
本
稿
本
文
中
に
取
り
上
げ
な
い
も
の
を
左
に

示
す
。「
都
い
で
ゝ
神
も
旅
寝
の
日
数
哉
」（『
雨
の
日
数
』）
は
、
十
月
に
自
ら
が
旅
し

た
こ
と
に
加
え
、「
旅
館
の
あ
る
じ
」（
前
書
）
へ
の
挨
拶
を
意
図
し
て
「
旅
寝
」
を
用

い
る
。「
夜
着
一
つ
祈
出
し
て
旅
寝
か
な
」（
真
蹟
）
は
、
三
河
鳳
来
寺
門
前
に
一
宿
の

折
、
夜
着
を
世
話
し
た
門
人
白
雪
へ
の
謝
意
を
示
す
。
堅
田
滞
在
中
の
「
病
雁
の
夜
さ

む
に
落
て
旅
ね
哉
」（『
猿
蓑
』）
が
「
夜
さ
む
」
を
、『
奥
の
細
道
』
旅
中
の
「
名
月
の

見
所
問
ん
旅
寝
せ
む
」（『
荊
口
句
帖
』）
が
「
名
月
」
を
、「
高
水
に
星
も
旅
寝
や
岩
の

上
」（
真
蹟
）
が
「
星
」
を
詠
み
込
む
よ
う
に
、「
旅
寝
」
は
夜
、
そ
の
場
に
留
ま
る
こ

と
を
含
意
す
る
。
延
宝
期
の
「
よ
る
べ
を
い
つ
一
葉
に
虫
の
旅
ね
し
て
」（『
東
日
記
』）

は
、
水
上
の
桐
一
葉
に
乗
る
虫
の
姿
を
、
舟
に
起
居
す
る
「
旅
ね
」
と
見
な
す
。

（
40
） 

注
35
前
掲
書
（
倉
本
昭
執
筆
）。

（
41
） 

廣
田
二
郎
『
芭
蕉
と
古
典
―
元
禄
時
代
―
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
）「
元
禄
四

年
十
月
～
七
年
十
月
の
作
品
と
古
典
」。

（
42
） 

『
匠
材
集
』
三
に
「
雲
が
く
れ  

人
逝
去
の
事
也
」
と
あ
る
。
廣
田
氏
前
掲
書
は
「
式

部
歌
の
「
夜
半
の
月
か
げ
」
を
、
よ
り
は
か
な
い
「
三
日
の
月
（
影
）」
と
と
ら
え
な
お

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
嵐
蘭
と
の
死
別
の
哀
痛
悲
傷
が
よ
り
深
く
」
表
現
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

（
43
） 
「
鼻
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
す
ゝ
払
伴
野
一
世
」（
寛
文
十
一
年
刊
『
ひ
と
も
と



87

草
』）
な
ど
、
煤
払
に
勤
し
む
人
々
の
風
貌
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
も
の
や
、「
戸
障
子

も
つ
て
ほ
う
と
倒
れ
り
／
煤
は
き
は
目
も
あ
か
ぬ
程
閙
し
や
」（
寛
文
六
～
十
一
年
刊

『
続
独
吟
集
』
由
健
独
吟
）
の
よ
う
に
、
慌
た
だ
し
さ
に
着
目
す
る
も
の
な
ど
が
典
型
的

な
描
き
方
で
あ
る
。
鬼
貫
『
独
ご
と
』（
享
保
三
年
刊
）
に
「
煤
払
ひ
は
、
人
の
顔
み
な

埃
に
お
ぼ
れ
て
誰
と
も
更
に
見
え
わ
か
ね
ば
、
声
を
す
が
た
に
呼
か
は
す
も
お
か
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
詠
ま
れ
方
は
以
後
の
俳
諧
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

（
44
） 

芭
蕉
晩
年
の
「
煤
は
き
は
己
が
棚
つ
る
大
工
か
な
」（『
す
み
だ
は
ら
』）
も
、
こ
う
し

た
前
提
を
も
と
に
、
普
段
は
他
人
の
家
の
造
作
に
携
わ
る
大
工
が
自
宅
の
こ
と
に
出
精

す
る
様
を
詠
む
。「
煤
掃
の
道
具
お
ほ
か
た
取
出
し
／
む
か
ひ
の
人
と
中
な
を
り
け
り
」

（『
俳
諧
録
』）
の
よ
う
に
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
の
人
情
の
機
微
を
付
け
た
例
も
あ
る
。

（
45
） 

旅
中
の
煤
払
を
詠
む
芭
蕉
句
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「
煤
掃
は
杉
の
木
の
間
の
嵐
哉
」

（『
己
が
光
』
所
収
、
前
書
「
旅
行
」）
が
あ
る
。

（
46
） 

深
沢
眞
二
「「
さ
み
だ
れ
を
」
歌
仙
注
釈
」（『
旅
す
る
俳
諧
師　

芭
蕉
叢
考
二
』
清
文

堂
出
版
、
二
〇
一
五
）
は
、
類
例
と
し
て
『
続
の
原
』「
何
方
に
行
て
あ
そ
ば
ん
煤
は
ら

ひ　

挙
白
」（
十
二
番
・
左
）
の
芭
蕉
評
「
す
ゝ
は
き
の
日
の
遊
び
所
を
侘
た
る
も
、
優

に
し
て
艶
也
」
を
挙
げ
、「
世
俗
の
習
い
で
あ
る
「
す
ゝ
は
き
の
日
」
に
は
風
雅
に
遊
ぶ

者
は
行
き
場
を
な
く
す
」
こ
と
を
踏
ま
え
た
評
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
47
） 

注
33
前
掲
書
。

（
48
） 

こ
の
句
は
『
詞
林
金
玉
集
』（
延
宝
七
年
序
）
に
散
佚
書
『
夜
の
錦
』（
寛
文
六
年
成
）

所
引
句
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。

（
49
） 

よ
く
知
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
謡
曲
『
忠
度
』
の
「
泊
り
も
果
て
ぬ
旅
の
慣
ひ
、
憂
き

身
は
い
つ
も
交
は
り
の
、
塵
の
憂
き
世
の
芥
川
、
猪
名
の
小
篠
を
わ
け
過
て
」
が
あ
る
。

（
50
） 

尾
形
仂
『
野
ざ
ら
し
紀
行
評
釈
』
角
川
書
店
、
一
九
九
八
。

（
51
） 

岩
田
九
郎
『
諸
注
評
釈
芭
蕉
俳
句
大
成
』
明
治
書
院
、
一
九
六
七
。

（
52
） 

米
谷
巌
「
芭
蕉
の
「
う
き
世
」
観
―
『
貝
お
ほ
ひ
』
よ
り
『
笈
の
小
文
』
の
旅
に
至

る
―
」『
国
語
教
育
研
究
』
二
十
号
、
一
九
七
三
。

（
53
） 

注
39
参
照
。

〔
付
記
〕
引
用
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
芭
蕉
作
品
は
『
校
本
芭
蕉
全
集
』（
書
簡
の

訓
点
は
省
略
し
た
）、
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
そ
の
他
の
作
品
で
翻
刻
・
影

印
が
備
わ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
他
は
原
本
に
よ
っ
た
。
適
宜
、
濁
点
、
句
読
点

等
を
加
除
し
た
。
本
稿
は
、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
二
十
九
年
度
春
季
大
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
と
し
て
の
手
紙
」
に
お
け
る
研
究
発
表
の
一
部
に
も
と
づ
く
。
ご
教

示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

18K
12286

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




